給食指導学習指導案

学校名　　　　○○県○○市立○○○学校

対象学級　　　６年○組、男子○○名・女子○○名
合計○○名

指導年月日　　平成○○年○○月○○日（○曜日）

第３・４校時および給食時
指導者　　　　学級担任　○○○○、
学校栄養職員　○○○○
1． 題材名　手作りうどんで、寄せ鍋パーティを成功させよう
2． 題材設定の理由

　　　郷土食と呼ばれる料理の多くは、「それぞれの地域特産の食材を生かして、健康的かつ経済的な料理を生み出したい」という地域の先人たちの多年にわたる願いから磨き抜かれた料理である。そこには、わが国の文化・伝統の底流ともいうべき英知が結晶している。郷土食を調べ、郷土食づくりを体験することは、地域の先人の心に触れ、先人の努力と英知を学ぶことにも結びつく。（題材観）
対象学級の児童は、食物に対しての好き嫌いが少なく、野菜もよく食べている。総合的な学習の時間の中で「助け合う地域にしよう」という題材で学習をするなど、周囲の人のことを考えることができるやさしい児童が多い学級である。しかしながら、都会育ちの児童に共通の傾向として、「わが郷土」という意識は希薄であるように見受けられる。（学習者観）
この題材の指導にあたっては、地域の産物や郷土料理を調べる活動を通して、地域の文化や伝統への関心を持たせ、郷土食や伝統的食事を作り上げてきた郷土の先人たちの英知を学ばせ、郷土を愛する心を育てたい。（指導観）
3． 目　標

· 郷土食を調べることを通して、郷土の先人たちが長い年月をかけて作り上げてきた、郷土食や伝統的食事のよさを知り、郷土食に関心を持つ。

· うどんづくりの準備、材料、手順、留意事項を説明できる。

· うどんを入れたなべ料理を作ることができる。
· ルールを守り、協力して楽しく会食をすることができる。

· 野菜の取り方や野菜食と健康との関係を説明できる。
4． 指導計画（５時間扱い）

	
	学習内容
	配当時間

	１
	・家族にインタビューして、調べた郷土料理について発表しあう。
	１時間

	２
	・うどんを作る
	２時間（本時３・４）

	３
	・寄せ鍋パーティを開く
	給食時（本時）

	４
	・まとめ
	１時間


５．　本時の学習指導

（１）主題　うどんを作って寄せ鍋パーティを開こう
（２）目標

　◆ うどんの作り方を知り、協力してうどんを作ることができる。

· 野菜は、調理方法によってたくさん食べられることを指摘できる。

· 協力し合って、仲良く、楽しく会食することができる。

6． 展開

	過程
	児童の活動
	指導上の留意点
	資料

	気

づ

く
10分
	○手洗い、身支度をする。
	
	・給食だより

	作

る
35分
	○うどん作りの実演を見て、作業手順を観察する。
○道具を揃える。（３人グループを作る）

○粉を計量し、うどんを作る。

○生地を寝かせている間に道具をかたづける。
	○うどん作りの方法を知らせる。（実演）
○道具の確認をする。

○衛生面と安全面に留意しながら机間指導をする。
	・料理レシピ
・ビニール袋
· はかり

· お盆

· 計量スプーン

· 新聞紙

	深

め

る
45分
	○安全な包丁の使い方を聞く。
○給食室に完成させた麺を運ぶ。

○後片づけをする。
	○麺の延ばし方、切り方を知らせる。
○グループ別に評価し、全体の仕上がりを確認する。
	· 麺棒
· 包丁

	ま

と

め

る
35分
	○ランチルームで試食をする。
○後片づけをする。
	○給食と組み合わせて試食することで、食品のバランスを知らせる。
○次の時間に学習のまとめをすることを告げる。
	・給食調理室で準備したなべセット
・ワークシート


（４）評価
　◆ うどんの作り方を知り、協力してうどんを作ることができたか。

· 野菜は、調理方法によってたくさん食べられることを指摘できるか。

· 協力し合って、仲良く、楽しく会食することができたか。
楽しいなべにするために、おいしいうどんを作ろう








